


















　This paper considers the difference in information between Japanese travel guide books and blogs about industrial heritages (especially 
7world heritages) of UK . The aim of this investigation is for reconsidering the tourist gaze theory. In the theory, it is thought that media 
have important role in the process of being regarded as tourist spot for a certain place. When getting to know especially an overseas 
tourist spot, the influence of media is important. Recently, It can be said that private blogs are forming the alternative tourist gaze . Thus, 
I think that it is required to consider the influence of a change of media environment and the different role of each media in order to 
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ルサイトの代表でもある Yahoo ！ JAPAN サイト内の


















いるかを把握するため、内閣府が平成 15 年 8 月に調査
した、「自由時間と観光に関する世論調査」から海外旅行
先の目的として調査項目に上がっている項目等を検討し、
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about/ (2012 年９月２７日現存 ) 参照のこと






トビューを利用し世界遺産を見ることのできる "World Wonders 
Project" を立ち上げている。この概要については、国立国会図書
館カレントアウェアネスのページを参照のこと。（http://current.
ndl.go.jp/node/21000　2012 年 10 月 1 日現存）、また実際
のページは http://www.google.com/intl/ja/culturalinstitute/







動きが起こり始めたのが 1970 年代後半から 80 年代のことである
という ( 根本 2006：pp.1-2)。
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た、観光地の「供給」と「受容」のズレを考える契機となる、とい
うことでもある。












　　　またこの調査の 4 年前の平成 11 年の調査と比較すると「インター









る』日経 BP 社 2006 ／『マップルマガジン　まっぷる　イギリ
ス・ロンドン』マップル 2012 ／『新個人旅行　イギリス』マップ
ル 2010 ／『るるぶ情報版　るるぶイギリス』JTB パブリッシン




(9)　Yahoo ！ JAPAN (http://www.yahoo.co.jp/) は年間推定接触人
数が年間 5311 万人に上るとされ日本における推定接触者数が第一
位のサイトである（電通総研 2012）。また年間の一人当たり平均
滞在時間は 20 時間 40 分で、推定接触者上位 20 社の中でも、10
時間以上の滞在時間があるのは Yahoo ！ JAPAN のみとなってい
る。
(10) インターネットコムとメディアインタラクティブ（アイリサー
チ）による、2009 年 11 月「検索エンジンに関する定期リサー
チ」http://japan.internet.com/wmnews/20090811/2.








































3f5（2012 年９月 27 日現存）
(18)「ホットチョコレート飲む？」http://white-hot-chocolate.com/
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